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 この度の東日本大震災で被災された同窓生の皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、

未曾有の大震災により多くの尊い命が失われたことに対し、東北学院同窓会を代表して深く

哀悼の意を表します。東北学院同窓会は母校を応援する最大の組織として活動しております

が、同窓会活動は地域社会との連携が不可欠でありますので、今こそ東北学院同窓会の力を

結集し、この大震災で被害に遭われた地域の皆様を献身犠牲と奉仕の精神で支援していきた

いと考えています。復興にはまだまだ時間がかかりますが、地域社会に少しでも貢献したい

と思いますので、東北学院同窓生の皆様には特段のご協力をお願いいたします。 

 さて、１９０３（明治３６）年１１月２５日に２４名の同窓生により結成された東北学院

同窓会は、今春新たに３，２７５名の会員を迎え、今日では１６３，７１８人の会員を擁す

るまでに発展して参りました。現在、東北学院同窓会にはニューヨークを拠点とする北米支

部をはじめ日本国内に８３支部と主に職域を同じくする１１５のＴＧ会が組織されており、

同窓生は「地の塩」「世の光」として経済界、産業界、医学界、教育界、官界、政界、社会事

業方面、そしてそれぞれのご家庭で活躍されています。 

 私自身、東北学院中学校・高等学校で６年間学び、１９６０（昭和３５）年に東北学院高

等学校を卒業した同窓生であり、東北学院の同窓生であることを誇りに思っています。高校

卒業後は、大学と大学院、そしてその後の教職期間を含めて約４０年間を国立大学で過ごし

ましたが、２００４（平成１６）年４月に東北学院大学長として母校・東北学院に迎えられ

ました。また、２００７（平成１９）年４月からは東北学院長をも拝命し、現在に至ってい

ます。さらに、２００８年１２月の会則改正を受けて東北学院同窓会の役員全てを同窓生の

中から選任することになりましたが、私は新会則のもとに会長に選任され東北学院同窓会の 

会長も拝命しています。ご承知のように、東北学院同窓会は東北学院が設置する学校（中学

校、高等学校、榴ケ岡高等学校、大学、大学院）を卒業した人たちで組織されていますが、

１６万余人が繋ぐＴＧコミュニケーションは東北学院同窓会の宝であり、また大きな力にも

なると考えています。 

 冒頭に述べましたように、３月１１日（金）に発生した「人知を超えた災害」は、甚大な

被害をもたらしました。東北学院同窓会では５月末まで同窓会活動の自粛をお願いし、その

間、各支部とＴＧ会をはじめ同窓生の安否確認と被災状況の把握に努めました。特に宮城県

と岩手県において多くの同窓生の死亡が確認され、併せて家屋流失や建物の全壊・半壊の被

害も多いことが判明し、私自身大変心を痛めています。東北学院同窓会は今年で設立１０８

年目を迎えます。この伝統を誇る東北学院同窓会が地域社会とともに歩み、母校を応援する

最大の組織として更に発展するために、皆様方からお力添えをいただきながら微力を尽くし

て参る所存です。変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 最後になりますが、同窓生の皆様お一人おひとりに神様の豊かな祝福がありますようお祈り申

し上げます。 

                         平成２３年６月 


